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1. 工事計画添付書類に係る補足説明資料

添付書類の記載内容を補足するための資料を以下に示す。

添付説明書名 補足説明資料（内容） 備考 

Ⅵ-1-1-5 

設備別記載事項の設

定根拠に関する説明

書 

1. 大量送水車，大型送水ポンプ車，可搬式窒素

供給装置，タンクローリに使用する可搬型ホ

ースの保有数の考え方について

2. 接続口配置図

3. タンクローリによる燃料補給の成立性につい

て

4. 配管内標準流速について

5. 熱交換器の伝熱容量について 今回の提出範囲 

6. 各ポンプの性能について 今回の提出範囲 

7. ホースの保管場所について 今回の提出範囲 

8. 放射性物質吸着材の設置箇所の変更について
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資料 No.5 

 

 

 

  熱交換器の伝熱容量について 

 

3



 

 

 

1 

1. 概要 

Ⅵ-1-1-5-3「設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉冷却系統施設）」の移動式代替

熱交換設備プレート式熱交換器の容量（設計熱交換量）について補足説明を行う。 

 

2. 容量（設計熱交換量）の算出 

原子炉停止８時間経過後の崩壊熱に残留熱除去ポンプの補機冷却分等を加えた熱量 20.4 MWを 2

個の熱交換器で除熱できる容量として，11.5MW/個以上とする。 

 

3. 伝熱面積の設定 

重大事故等時に原子炉補機冷却設備として使用する移動式代替熱交換設備プレート式熱交換器

の伝熱面積は，下記を考慮して決定した。 

 

(1) 必要最小伝熱面積 

移動式代替熱交換設備の必要最小伝熱面積は，設計熱交換量 11.5MW/個を満足するための

性能計算で求められる m2/個とする。 

必要最小伝熱面積は，設計熱交換量，熱通過率及び高温側と低温側の温度差の平均値であ

る対数平均温度差を用いて下記のように求める。 

 

必要最小伝熱面積 

 

Ｑ  ：設計熱交換量(W)  ＝11500000（＝11.5MW/個） 

    ：熱通過率(W/(m2･K)) ＝ （メーカデータ値より） 

⊿T   ：対数平均温度差(K) 図 3-1及び向流形の算出式より 

         ⊿T =
(Th1 − TC2) − (Th2 − TC1)

ln
(Th1 − TC2)
(Th2 − TC1)

 

 

  

  

       ＝ ≒   

    

Th1：一次側（淡水側）の入口温度(℃)＝  

Th2：一次側（淡水側）の出口温度(℃)＝  

Tc1：二次側（海水側）の入口温度(℃)＝  

Tc2：二次側（海水側）の出口温度(℃)＝  

 

（引用文献：「伝熱工学資料 改訂第 4 版」（1986 年 日本機械学会） 

 

 

-

-
ｌｎ

)-(-)-(

　

　　

　　　　
 ＝

m2 
11500000

T  ⊿

Q
≒

・








4



 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 熱交換器の対数平均温度差の概念図 

 

  (2) 公称伝熱面積 

    移動式代替熱交換設備の公称伝熱面積は，下記より算出する。なお，公称伝熱面積 m2

は，必要最小伝熱面積 m2を上回っており，必要最小伝熱面積を満足する設計としてい

る。 

 

    A1＝N×AP 

     ＝ × ＝ m2≒ m2 

    A1 ：公称伝熱面積（m2）  

    N ：伝熱板有効枚数（枚）＊        ＝  

    AP ：伝熱板 1枚当たりの有効伝熱面積（m2） ＝  

 

   注記＊：当該熱交換器の両端部各 1枚の伝熱板は熱交換に寄与しないため，伝熱板の総数か

ら 2枚除いた枚数が伝熱板有効枚数となる。 

 

  (3) 伝熱面積の設計確認値 

    移動式代替熱熱交設備の伝熱面積の設計確認値は，公称伝熱面積と同じ m2とする。 

Ｔc2 

Ｔc1 

Ｔh1 

Ｔh2 

二次側 

（海水側） 

一次側 

（淡水側） 

伝熱板 
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資料 No.6 

各ポンプの性能について
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1
.

各
ポ
ン
プ
の
揚
程
算
出
の
内
訳
に
つ
い
て

(1
)
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
揚
程
算
出
に
お
け
る
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
及
び
配
管
・ 
弁
類
圧
力
損
失
の
評
価
範
囲
に
つ
い
て
，
図
1－
1
の
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

の
系
統
概
略
図
に
示
す
。
な
お
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
は
１
台
で
要
求
さ
れ
る
容
量
を
満
足
す
る
。
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(2
)
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(3
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圧
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(4
)
大
量
送
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車
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図
1－

4（
1
0）

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
と
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
の
同
時
使
用

 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
 

【
施
設
区
分
：
原
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却
系
統
施
設
，
原
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炉
格
納
施
設
】

 

約
-0
.2
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(5
) 
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
は
，
原
子
炉
建
屋
放
水
設
備
と
し
て
使
用
す
る
場
合
の
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
（
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
用
）
及
び
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
と
し
て
使
用
す
る

場
合
の
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
（
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
用
）
の
2
つ
の
機
能
を
有
し
て
お
り
，
こ
こ
で
は
，
吐
出
圧
力
が
最
も
大
き
く
な
る
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
と
し
て
使
用
す

る
場
合
で
あ
る
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
（
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
用
）
の
吐
出
圧
力
算
出
に
お
け
る
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
及
び
配
管
圧
損
及
び
放

水
砲
吐
出
端
に
お
け
る
必
要
圧
力
の
評
価
範
囲
に
つ
い
て
，
図
1－
5
の
系
統
概
略
図
に
示
す
。
な
お
，
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
と
し
て
使
用
す
る
場
合
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
は
１
台

で
要
求
さ
れ
る
容
量
を
満
足
す
る
。
 

 

海
水

放
水
砲

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

（原
子
炉
建
物
放
水
設
備
用
）

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

（移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
用
）

図
1－

5
 
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
と
し
て
使
用
す
る
場
合
の
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
（
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
用
）
の
系
統
概
略
図

 

ホ
ー
ス
圧
損
：
約

0.
23
MP
a 

ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
：
約

0.
01
MP
a 

機
器
及
び
配
管
 
弁
類
圧
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：
約
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Pa
 

放
水
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吐
出
端
に
お
け
る
必
要
圧
力
：
約

 
 M
Pa
 

静
水
頭
：
約

0.
07
MP
a 
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(6
) 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
及
び
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
と
し
て
使
用
し
，
こ
こ
で
は
，

各
使
用
用
途
に
お
け
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
揚
程
算
出
に
お
け
る
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
及
び
配
管
・ 
機
械
圧
力
損
失
の
評
価
範
囲
に
つ
い
て
，
図
1－
6
の

系
統
概
略
図
に
示
す
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
は
１
台
で
要
求
さ
れ
る
容
量
を
満
足
す
る
。
 

                             

 
 

図
1－

6（
1）

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
低
圧
原
子
炉
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統
概
略
図
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冷
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系
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水
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先
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 m
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 m
 

機
器
及
び
配
管
 
弁
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圧
損
：

 
m 
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図
1－

6（
2）

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
格
納
容
器
代
替
ス
プ
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概
略
図
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】

 

水
源
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移
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先
の
圧
力
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m 

静
水
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 m
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管
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図
1－

6（
3）

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
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ン
プ
（
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
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の
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概
略
図
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(7
)
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
揚
程
算
出
に
お
け
る
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
及
び
配
管
・ 
弁
類
圧
力
損
失
の
評
価
範
囲
に
つ
い
て
，
図
1－
7
の
残
留
熱
代
替
除
去
系
の
系

統
概
略
図
に
示
す
。
な
お
，
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
は
１
台
で
要
求
さ
れ
る
容
量
を
満
足
す
る
。
 

 

水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
：

 m
 

静
水
頭
：

 m
 

機
器
及
び
配
管
 
弁
類
圧
損
：

 
m 

図
1－

7
 
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
（
残
留
熱
代
替
除
去
系
）
P
C

V
ス
プ
レ
イ
時
の
系
統
概
略
図

 

【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
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・
(8
) 
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン
プ

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン
プ
の
揚
程
算
出
に
お
け
る
最
大
（
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
接
続
口
（
西
）
使
用
時
）
の
配
管
 
機
器
圧
力
損
失
の
評
価
範
囲
に
つ
い
て
，
図

1－
8
の
系
統
概
略
図
に
示
す
。
な
お
，
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン
プ
は
，
移
動
式
熱
交
換
設
備
１
台
に
積
載
さ
れ
た
２
台
で
要
求
さ
れ
る
容
量
を
満
足
す
る
。
 

図
1－

8
 
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン
プ
の
系
統
概
略
図
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代
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冷
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系
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口
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系

接
続
口
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）
戻
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側

配
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機
器
圧
力
損
失
：

m 
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2. 大量送水車の各機能時のポンプ性能曲線及びレイアウト図について

大量送水車を各機能において使用する場合の容量，吐出圧力及びポンプの性能曲線及びレイアウト図

は以下のとおり。 

なお，容量が最大となるのは，「⑥ 低圧原子炉代替注水系及び格納容器代替スプレイ系の同時使用」

であり，吐出圧力が最大となるのは，・「①-4 燃料プールスプレイ系・燃料プールヘスプレイする場合・（常

設スプレイヘッダ使用時）」となる。 

表 2－1に各機能における容量，吐出圧力を示す。 

表 2－l 各機能における容量，・吐出圧力 

No. 機能 
容量 

（m3/h/個） 

吐出圧力 

（MPa） 

評価＊ 

対象 

最大 

必要数 

①-1

燃料プールスプレイ系・燃料プ

ールへ注水する場合・（可搬型ス

プレイノズル使用時） 

48m3/h 以上 1.36MPa 以上 先車 2 

①-2

燃料プールスプレイ系・燃料プ

ールへ注水する場合・（常設スプ

レイヘッダ使用時）

48m3/h 以上 0.48MPa 以上 先車 2 

①-3

燃料プールスプレイ系・燃料プ

ールヘスプレイする場合・（可搬

型スプレイノズル使用時） 

48m3/h 以上 1.36MPa 以上 先車 2 

①-4

燃料プールスプレイ系・燃料プ

ールヘスプレイする場合・（常設

スプレイヘッダ使用時）

120m3/h 以上 1.58MPa 以上 先車 2 

② 
低圧原子炉代替注水系・原子炉

圧力容器へ注水する場合 
70m3/h 以上 1.21MPa 以上 先車 2 

③-1
水の供給設備・低圧原子炉代替

注水槽へ供給する場合 
120m3/h 以上 0.33MPa 以上 元車 2 

③-2

水の供給設備・輪谷貯水槽（西

１）又は輪谷貯水槽・（西２）へ

供給する場合 

120m3/h 以上 0.99MPa 以上 元車 1 

④ 

格納容器代替スプレイ系・原子

炉格納容器内ヘスプレイする

場合 

120m3/h 以上 1.38MPa 以上 先車 2 

⑤ 
ペデスタル代替注水系・原子炉

格納容器下部へ注水する場合 
120m3/h 以上 1.37MPa 以上 先車 2 

⑥ 

低圧原子炉代替注水系及び格

納容器代替スプレイ系の同時

使用・原子炉圧力容器への注水

及び原子炉格納容器内へのス

プレイを同時に実施する場合 

150m3/h 以上 1.44MPa 以上 先車 2 

注記＊：先車，元車のうち，吐出圧力が最大となるものを代表して評価する。 

22

29



① 燃料プールスプレイ系

①-1 燃料プールヘ注水する場合（可搬型スプレイノズル使用時）

 容量48m3/h/個以上，吐出圧力1.36MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる原子炉建物南側扉を使用 

図2－1 燃料プールへ注水する場合（可搬式スプレイノズル使用時）のポンプ性能曲線 
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図2－2 燃料プールへ注水する場合（可搬式スプレイノズル使用時）のレイアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 原子炉建物南側扉を使用する場合が必要吐出

圧力が最大となり当該箇所の必要吐出圧力の

内訳を以下に示す。 

【必要吐出圧力の内訳】 

 水源と移送先の圧力差 約 0.01MPa 

 静水頭 約 0.26MPa 

 ホース圧損 約 0.47MPa

 ホース湾曲による影響 約 0.09MPa

 機器及び配管 弁類圧損 約 0.53MPa

  合計 約 1.36MPa 

凡例 

２号取水槽～原子炉建物南側扉 

２号取水槽～原子炉建物機器搬出入口 

大量送水車 

機 
ホースの必要本数が最大となるケース

 原子炉建物南側扉を使用する場合の必要吐出

圧力は，1.36MPaを下回る。 

機 機 

機 機 ３号機 

機 

機 

機 
機 

機 

機 

機 機 機 

機 
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①-2 燃料プールヘ注水する場合（常設スプレイヘッダ使用時）

 容量48m3/h/個以上，吐出圧力0.48MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる燃料プールスプレイ系・（常設スプレイヘッダ）接続口・（南）の接続口

を使用 

図2－3 燃料プールへ注水する場合（常設スプレイヘッダ使用時）のポンプ性能曲線  
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図2－4 燃料プールへ注水する場合（常設スプレイヘッダ使用時）のレイアウト図 

凡例 

２号取水槽～原子炉建物南側扉 

２号取水槽～原子炉建物機器搬出入口 

 

大量送水車 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 

  燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）

接続口（南）を使用する場合が必要吐出圧力

が最大となり当該箇所の必要吐出圧力の内訳

を以下に示す。 

 

【必要吐出圧力の内訳】 

  水源と移送先の圧力差 約 0.01MPa 

  静水頭 約 0.26MPa 

  ホース圧損 約 0.02MPa 

  ホース湾曲による影響 約 0.01MPa 

  機器及び配管 弁類圧損 約 0.18MPa 

                    

  合計 約 0.48MPa 

ホースの必要本数が最大となるケース 

 

  燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）

接続口（南）を使用する場合の必要吐出圧力

は，0.48MPaを下回る。 

機 機 

機 機 ３号機 

機 

機 

機 
機 

機 

機 

機 機 機 

機 
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①-3 燃料プールヘスプレイする場合（可搬型スプレイノズル使用時）

 容量48m3/h/個以上，吐出圧力1.36MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる原子炉建物南側扉を使用 

図2－5 燃料プールへスプレイする場合（可搬式スプレイノズル使用時）のポンプ性能曲線 
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図2－6 燃料プールへスプレイする場合（可搬式スプレイノズル使用時)のレイアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 原子炉建物南側扉を使用する場合が必要吐出

圧力が最大となり当該箇所の必要吐出圧力の

内訳を以下に示す。 

【必要吐出圧力の内訳】 

 水源と移送先の圧力差 約 0.01MPa 

 静水頭 約 0.26MPa 

 ホース圧損 約 0.47MPa

 ホース湾曲による影響 約 0.09MPa

 機器及び配管 弁類圧損 約 0.53MPa

  合計 約 1.36MPa 

凡例 

２号取水槽～原子炉建物南側扉 

２号取水槽～原子炉建物機器搬出入口 

大量送水車 

機 機 

機 機 ３号機 

機 

機 

機 
機 

機 

機 

機 機 機 

機 

機 
ホースの必要本数が最大となるケース

 原子炉建物南側扉を使用する場合の必要吐出

圧力は，1.36MPaを下回る。 
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①-4 燃料プールヘスプレイする場合（常設スプレイヘッダ使用時）

 容量120m3/h/個以上，吐出圧力1.58MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる燃料プールスプレイ系・（常設スプレイヘッダ）接続口・（南）の接続口

を使用 

図2－7 燃料プールへスプレイする場合（常設スプレイヘッダ使用時）のポンプ性能曲線 
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図2－8 燃料プールへ注水する場合（常設スプレイヘッダ使用時）のレイアウト図 

凡例 

輪谷貯水槽（西２）～燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南） 

輪谷貯水槽（西２）～燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（西） 

２号取水槽   ～燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南） 

２号取水槽   ～燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（西） 

大量送水車 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 輪谷貯水槽（西２）～燃料プールスプレイ系

（常設スプレイヘッダ）接続口（南）を使用

する場合が必要吐出圧力が最大となる接続箇

所であり，当該箇所の必要吐出圧力の内訳を

以下に示す。 

【必要吐出圧力の内訳】 

 水源と移送先の圧力差 約 0.01MPa 

 静水頭 約-0.11MPa 

 ホース圧損 約 0.43MPa

 ホース湾曲による影響 約 0.01MPa

 機器及び配管 弁類圧損 約 1.24MPa

  合計 約 1.58MPa 

機 

機 

機 

機 機 

機 

機 
機 機 機 

ホースの必要本数が最大となるケース

 ２号取水槽～燃料プールスプレイ系（常設ス

プレイヘッダ）接続口（南）を使用する場合

の必要吐出圧力は，1.58MPaを下回る。 
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② 低圧原子炉代替注水系

原子炉圧力容器へ注水する場合

 容量70m3/h/個以上，吐出圧力1.21MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）の接続口を使用 

図2－9 原子炉圧力容器へ注水する場合のポンプ性能曲線 
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図2－10 原子炉圧力容器へ注水する場合のレイアウト図 

凡例 

２号取水槽～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南） 

２号取水槽～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西） 

   ２号取水槽～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内） 

 

大量送水車 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 

  低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋

内）を使用する場合が必要吐出圧力が最大と

なる接続箇所であり，当該箇所の必要吐出圧

力の内訳を以下に示す。 

 

【必要吐出圧力の内訳】 

  水源と移送先の圧力差 約 0.86MPa 

  静水頭 約 0.15MPa 

  ホース圧損 約 0.04MPa 

  ホース湾曲による影響 約 0.01MPa 

  機器及び配管 弁類圧損 約 0.15MPa 

                    

  合計 約 1.21MPa 

ホースの必要本数が最大となるケース 

 

  低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）

を使用する場合の必要吐出圧力は，1.21MPaを

下回る。 

機 
機 ３号機 

機 

機 

機 
機 

機 

機 

機 機 
機 

機 
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③ 水の供給設備

③-1 低圧原子炉代替注水槽へ供給する場合

 容量120m3/h/個以上，吐出圧力0.33MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる２号取水槽を水源としたホース敷設ルート（西側法面）を使用 

図2－11 低圧原子炉代替注水槽へ供給する場合のポンプ性能曲線  
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低圧原子炉代替注水槽

図2－12 低圧原子炉代替注水槽へ供給する場合のレイアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 

  ホースの必要本数が最大となるホース敷設ル

ート（西側法面）を使用する場合が必要吐出

圧力が最大となる接続箇所であり，当該箇所

の必要吐出圧力の内訳を以下に示す。 

 

【必要吐出圧力の内訳】 

  水源と移送先の圧力差 約 0.00MPa 

  静水頭 約 0.06MPa 

  ホース圧損 約 0.11MPa 

  ホース湾曲による影響 約 0.01MPa 

  機器及び配管 弁類圧損 約 0.15MPa 

                    

  合計 約 0.33MPa 

凡例 

２号取水槽    ～西側法面～送水ヘッダー（西側設置） 

輪谷貯水槽（西２）～南側法面～送水ヘッダー（西側設置） 

 

大量送水車 

機 
機 ３号機 

機 
機 

機 

機 機 

機 

機 

機 機 機 
機 
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③-2 輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ供給する場合

 容量120m3/h/個以上，吐出圧力0.99MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる２号取水槽を水源としたホース敷設ルート（２号開閉所）を使用 

図2－13 輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ供給する場合のポンプ性能曲線 
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図2－14 輪谷貯水槽（西２）へ供給する場合のレイアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 

  ホース敷設ルート（西側法面）を使用する場

合が必要吐出圧力が最大となる接続箇所であ

り，当該箇所の必要吐出圧力の内訳を以下に

示す。 

 

【必要吐出圧力の内訳】 

  水源と移送先の圧力差 約 0.00MPa 

  静水頭 約 0.42MPa 

  ホース圧損 約 0.52MPa 

  ホース湾曲による影響 約 0.02MPa 

  機器及び配管 弁類圧損 約 0.03MPa 

                    

  合計 約 0.99MPa 

凡例 

２号取水槽～西側法面～輪谷貯水槽（西２） 

２号取水槽～２号開閉所～輪谷貯水槽（西２） 

 

大量送水車 

ホースの必要本数が最大となるケース 

 

  ホース敷設ルート（２号取水槽）を使用する

場合の必要吐出圧力は，0.99MPaを下回る。 

機 
機 ３号機 
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機 機 
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機 

機 機 機 
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⑤ 格納容器代替スプレイ系・

原子炉格納容器へスプレイする場合

 容量120m3/h/個以上，吐出圧力1.38MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）の接続口を使用 

図2－15 原子炉格納容器へスプレイ場合のポンプ性能曲線 
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図2－16 原子炉格納容器へスプレイする場合のレイアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 輪谷貯水槽（西２）～格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（南）を使用する場合が必

要吐出圧力が最大となる接続箇所であり，当

該箇所の必要吐出圧力の内訳を以下に示す。 

【必要吐出圧力の内訳】 

 水源と移送先の圧力差 約 0.64MPa 

 静水頭 約-0.24MPa 

 ホース圧損 約 0.43MPa

 ホース湾曲による影響 約 0.01MPa

 機器及び配管 弁類圧損 約 0.54MPa

  合計 約 1.38MPa 

凡例 

輪谷貯水槽（西２）～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

輪谷貯水槽（西２）～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西） 

２号取水槽 ～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

２号取水槽 ～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西） 

２号取水槽 ～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内） 

大量送水車 

機 

機 

機 

機 機 

機 

機 
機 機 機 

ホースの必要本数が最大となるケース

 ２号取水槽～格納容器代替スプレイ系（可搬

型）接続口（南）を使用する場合の必要吐出

圧力は，1.38MPaを下回る。 
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⑥ ペデスタル代替注水系系・

原子炉格納容器下部へ注水する場合

 容量120m3/h/個以上，吐出圧力1.37MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となるペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内）を使用 

図2－17 原子炉格納容器下部へ注水する場合のポンプ性能曲線 
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ホースの必要本数が最大となるケース

 ２号取水槽～ペデスタル代替注水系（可搬型）

接続口（南）を使用する場合の必要吐出圧力

は，1.37MPaを下回る。 

図2－18 原子炉格納容器下部へ注水する場合のレイアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 輪谷貯水槽（西２）～ペデスタル代替注水系

（可搬型）接続口（屋内）を使用する場合が

必要吐出圧力が最大となる接続箇所であり，

当該箇所の必要吐出圧力の内訳を以下に示

す。 

【必要吐出圧力の内訳】 

 水源と移送先の圧力差 約 0.10MPa 

 静水頭 約-0.42MPa 

 ホース圧損 約 0.42MPa

 ホース湾曲による影響 約 0.02MPa

 機器及び配管 弁類圧損 約 1.25MPa

  合計 約 1.37MPa 

凡例 

輪谷貯水槽（西２）～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南） 

輪谷貯水槽（西２）～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西） 

２号取水槽 ～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南） 

２号取水槽 ～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西） 

輪谷貯水槽 ～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内） 

大量送水車 

機 

機 
機 機 

機 

機 
機 機 機 
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⑥ 低圧原子炉代替注水系及び格納容器代替スプレイ系の同時使用・

原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合

 容量150m3/h/個以上，吐出圧力1.44MPa以上 

 必要吐出圧力が最大となる低圧原子炉代替注水系及び格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（

南）を使用 

図2－19 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合のポ

ンプ性能曲線
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図2－20 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合のレ

イアウト図 

大量送水車の必要吐出圧力が最大となるケース 

 

  輪谷貯水槽（西２）～低圧原子炉代替注水系

及び格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続

口（南）を使用する場合が必要吐出圧力が最

大となる接続箇所であり，当該箇所の必要吐

出圧力の内訳を以下に示す。 

 

【必要吐出圧力の内訳】 

  水源と移送先の圧力差 約 0.43MPa 

  静水頭 約-0.24MPa 

  ホース圧損 約 0.66MPa 

  ホース湾曲による影響 約 0.02MPa 

  機器及び配管 弁類圧損 約 0.57MPa 

                    

  合計 約 1.44MPa 

ホースの必要本数が最大となるケース 

 

  ２号取水槽～低圧原子炉代替注水系及び格納

容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を

使用する場合の必要吐出圧力は，1.44MPa を

下回る。 

凡例 

輪谷貯水槽（西２）～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）及び 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

輪谷貯水槽（西２）～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）及び 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

２号取水槽    ～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）及び 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

２号取水槽    ～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）及び 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

 

大量送水車 

機 

機 
機 機 

機 

機 
機 機 機 

機 
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3
.
各
系
統
で
使
用
す
る
RH
R
系
統
に
つ
い
て

各
系
統
で
使
用
す
る
RH
R
-A
,B
,C
系
の
整
理
結
果
に
つ
い
て
，
表
3－
1
に
示
す
。

な
お
，
各
系
統
の
系
統
概
略
図
に
つ
い
て
は
図
3－
1～
図
3－

5
に
示
す
。

表
3－
1 
各
系
統
で
使
用
す
る
RH
R
系
統
 

（
○
：
使
用
す
る
，
×
：
使
用
し
な
い
）

RH
R
-A
系
 

RH
R
-B
系

 
RH
R
-C
系
 

格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

○
 

×
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

×
 

×
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
）
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

○
 

×
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

×
 

×
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
*

○
 

×
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
，
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

×
 

×
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
）
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
，
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

○
 

×
 

注
記
＊
：
原
子
炉
圧
力
容
器
注
水
時
に
，
RH
R
-A
系
配
管
の
一
部
を
使
用
す
る
。
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 (1
) 
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド

 

格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
の
系
統
概
略
を
図
3－
1
に
示
す
。
 

                            

 
RH
R
-A
系
 
RH
R
-B
系
 
RH
R
-C
系
 

左
記
の
系
統
を
使
用
す
る
理
由
 

格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
（
常
設
）
 

【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

○
 

×
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
管
に
接
続
し
て
い
る
ラ
イ
ン

が
A
系
及
び
B
系
の
た
め
，
A
系
及
び
B
系
を
使
用
す
る
。
 

図
3－
1 
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

■
：
RH
R
-A
系
 

■
：
RH
R
-B
系
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 (2
) 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
の
系
統
概
略
を
図
3－
2
に
示
す
。
 

                            

 
RH
R
-A
系
 
RH
R
-B
系
 
RH
R
-C
系
 

左
記
の
系
統
を
使
用
す
る
理
由
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
 

【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

×
 

×
 

代
替
の
常
設
設
備
は
A
系
統
へ
接
続
さ
れ
て
い
る
た

め
，
A
系
統
を
使
用
す
る
。
 

図
3－
2（
1）

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

■
：
RH
R
-A
系

 

■
：
上
記
以
外
の
系
統
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R
-A
系
 
RH
R
-B
系
 
RH
R
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系
 

左
記
の
系
統
を
使
用
す
る
理
由
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
）
 

【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

○
 

×
 

多
重
性
及
び
位
置
的
分
散
の
観
点
か
ら
，
A
系
及
び
B

系
を
使
用
す
る
。
 

図
3－
2（
2）

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
）【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

 

■
：

RH
R
-A
系
 

■
：

RH
R
-B
系
 

■
：
上
記
以
外
の
系
統
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 (3
) 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
の
系
統
概
略
を
図
3－
3
に
示
す
。
 

                           

 
RH
R
-A
系
 
RH
R
-B
系
 
RH
R
-C
系
 

左
記
の
系
統
を
使
用
す
る
理
由
 

ペ
デ
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タ
ル
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替
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水
系
（
常
設
）
 

【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
 

×
 

×
 

代
替
の
常
設
設
備
は
A
系
統
へ
接
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さ
れ
て
い
る
た

め
，
A
系
統
を
使
用
す
る
。
 

図
3－
3 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

 

■
：
RH
R
-A
系

 

■
：
上
記
以
外
の
系
統
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 (4
) 
残
留
熱
代
替
除
去
系

 

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
系
統
概
略
を
図
3－
4
に
示
す
。
 

                           

 
RH
R
-A
系
 
RH
R
-B
系

 
RH
R
-C
系
 

左
記
の
系
統
を
使
用
す
る
理
由
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
 

【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

○
*  

○
 

×
 

原
子
炉
注
水
は
B
系
で
も
可
能
だ
が
，
原
子
炉
注
水
流
量
と
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
流
量
を
各
々
流
量
計
で
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
原

子
炉
注
水
に
は
A
系
を
使
用
す
る
。
 

図
3－
4 
残
留
熱
代
替
除
去
系
【
施
設
区
分
：
原
子
炉
格
納
施
設
】
 

■
：
RH
R
-A
系
 

■
：
RH
R
-B
系
 

■
：
上
記
以
外
の
系
統
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 (5
) 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
系
統
概
略
を
図
3－
5
に
示
す
。
 

                           

 
RH
R
-A
系
 
RH
R
-B
系
 
RH
R
-C
系
 

左
記
の
系
統
を
使
用
す
る
理
由
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
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4. 高圧原子炉代替注水ポンプ，残留熱代替除去ポンプ，大型送水ポンプ車（原子炉建物放水設備用）及

び大型送水ポンプ車（原子炉補機代替冷却系用）の性能曲線について

(1)・・低圧原子炉代替注水ポンプの各機能時のポンプ性能曲線

低圧原子炉代替注水ポンプを各機能において使用する場合の容量，揚程及びポンプの性能曲線

は以下のとおり。

ａ．低圧原子炉代替注水系 （容量 ・*m3/h/個以上，・揚程 ・m 以上）

重大事故等対策の有効性評価解析において有効性が確認されている原子炉圧力容器への注入

流量 ・m3/h/個にミニマムフロー流量 ・m3/h/個を考慮した値。 

図 4－1（1） 低圧原子炉代替注水ポンプ(低圧原子炉代替注水系)のポンプ予想性能曲線 
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ｂ．格納容器代替スプレイ系（容量 ・*m3/h/個以上，・・揚程 ・m 以上） 

重大事故等対策の有効性評価解析において有効性が確認されている原子炉格納容器への注入

流量 ・m3/h/個にミニマムフロー流量 ・m3/h/個を考慮した値。 

図4－1（2） 低圧原子炉代替注水ポンプ(格納容器代替スプレイ系)のポンプ予想性能曲線 
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ｃ．ペデスタル代替注水系（容量 ・*m3/h/個以上，揚程 ・m 以上） 

重大事故等対策の有効性評価解析において有効性が確認されている原子炉格納容器下部への

注入流量 ・m3/h/個にミニマムフロー流量 ・m3/h/個を考慮した値。 

図4－1（3） 低圧原子炉代替注水ポンプ(ペデスタル代替注水系)のポンプ性能曲線 
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(2)・・低圧原子炉代替注水ポンプのポンプ効率

図 2－1に示す通り，重大事故等時において使用する場合，容量 ・m3/h/個にてポンプ効率は

・％である。

図4－2 低圧原子炉代替注水ポンプのポンプ効率 
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(3) 高圧原子炉代替注水ポンプのポンプ性能曲線

 容量 ・m3/h 以上，揚程 ・m 以上

図4－3 高圧原子炉代替注水ポンプのポンプ性能曲線 
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(4) 残留熱代替除去ポンプのポンプ性能曲線

 容量 ・m3/h 以上，揚程 ・m 以上

図4－4 残留熱代替除去ポンプのポンプ性能曲線 

56

63



(5) 大型送水ポンプ車（原子炉建物放水設備用）のポンプ性能曲線

 容量 1320m3/h 以上，吐出圧力 1.34MPa 以上 

図4－5 大型送水ポンプ車（原子炉建物放水設備用）のポンプ性能曲線 
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(6) 大型送水ポンプ車（原子炉補機代替冷却系用）のポンプ性能曲線

 容量 780m3/h 以上，吐出圧力 0.41MPa 以上 

図4－6 大型送水ポンプ車（原子炉補機代替冷却系用）のポンプ性能曲線 
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資料 No.7 

ホースの保管場所について

66



設備名称 区分 ホース長
必要数
（N） 

予備
（α） 

保有数 保管場所 
登録箇所 

（）内は兼用先を示す 

大量送水車入口ライン取水用 

10mホース（海水取水用） 
2N＋α 10m 1本 1本 3本 

N ：第１保管エリア 1本 

N ：第４保管エリア 1本 

α：第４保管エリア 1本 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 燃料プールスプレイ系 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 水の供給設備） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 格納容器代替スプレイ系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 ペデスタル代替注水系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 低圧原子炉代替注水系） 

大量送水車入口ライン取水用 

10m吸水管 
2N＋α 10m 2本 1本 5本 

N ：第１保管エリア 2本 

N ：第４保管エリア 2本 

α：第４保管エリア 1本 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 燃料プールスプレイ系 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 水の供給設備） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 格納容器代替スプレイ系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 ペデスタル代替注水系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 低圧原子炉代替注水系） 

大量送水車入口ライン取水用 

10mホース 
2N＋α 10m 3本 1本 7本 

N ：第２保管エリア 3本 

N ：第３保管エリア 3本 

α：第４保管エリア 1本 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 燃料プールスプレイ系 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 水の供給設備） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 格納容器代替スプレイ系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 ペデスタル代替注水系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 低圧原子炉代替注水系） 

大量送水車出口ライン送水用 

50m，10m，5m，1mホース 
2N＋α 

50m 40本 1本 81本 

N ：第１保管エリア 32本，第２保管エリア 8本 

N ：第３保管エリア 8本，第４保管エリア 32本 

α：第４保管エリア 1本 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 燃料プールスプレイ系 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 水の供給設備） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 格納容器代替スプレイ系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 ペデスタル代替注水系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 低圧原子炉代替注水系） 

10m 9本 1本 19本 

N ：第１保管エリア 9本 

N ：第４保管エリア 9本 

α：第４保管エリア 1本 

5m 1本 1本 3本 

N ：第１保管エリア 1本 

N ：第４保管エリア 1本 

α：第４保管エリア 1本 

1m 6本 1本 13本 

N ：第１保管エリア 1本，第２保管エリア 5本 

N ：第３保管エリア 5本，第４保管エリア 1本 

α：第４保管エリア：1本 

大量送水車出口ライン送水用 

20m，5m，2m，1mホース 
2N＋α 

20m 5本 1本 11本 

N ：第２保管エリア 5本 

N ：第３保管エリア 5本 

α：第４保管エリア 1本 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 燃料プールスプレイ系 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系） 

（原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備 その他原子炉注水設備 水の供給設備） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 格納容器代替スプレイ系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 ペデスタル代替注水系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 低圧原子炉代替注水系） 

5m 2本 1本 5本 

N ：第１保管エリア 1本，第２保管エリア 1本 

N ：第３保管エリア 1本，第４保管エリア 1本 

α：第４保管エリア 1本 

2m 4本 1本 9本 

N ：第２保管エリア 4本 

N ：第３保管エリア 4本 

α：第４保管エリア 1本 

1m 1本 1本 3本 

N ：第１保管エリア 1本 

N ：第４保管エリア 1本 

α：第４保管エリア 1本 

大量送水車出口ライン送水用 

20mホース 
2N＋α 20m 11本 1本 23本 

N ：原子炉建物 EL 約 15300mm 第１保管エリア 11本 

N ：原子炉建物 EL 約 23800mm 第２保管エリア 11本 

α：原子炉建物 EL 約 15300mm 第１保管エリア 1本 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 燃料プールスプレイ系 
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設備名称 区分 ホース長
必要数
（N） 

予備
（α） 

保有数 保管場所 
登録箇所 

（）内は兼用先を示す 

大型送水ポンプ車入口ライン取水用 

20m，5m，1mホース 
N 

20m 2本 兼用 2本 

N  ：第４保管エリア 2本 

予備：「原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原

子炉補機代替冷却系」に登録する“大型送水ポン

プ車入口ライン取水用 20m，5m，1mホース”の予

備を兼用する 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 原子炉建物放水設備 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 原子炉建物放水設備） 5m 16本 兼用 16本 

N  ：第４保管エリア 16本 

予備：「原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原

子炉補機代替冷却系」に登録する“大型送水ポンプ車入

口ライン取水用 20m，5m，1mホース”の予備を兼用する 

1m 11本 兼用 11本 

N  ：第４保管エリア 11本 

予備：「原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原

子炉補機代替冷却系」に登録する“大型送水ポンプ車入

口ライン取水用 20m，5m，1mホース”の予備を兼用する 

大型送水ポンプ車出口ライン送水用 

50m，5m，2mホース 
N 

50m 10本 兼用 10本 

N  ：第４保管エリア 10本 

予備：「原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原

子炉補機代替冷却系」に登録する“大型送水ポン

プ車出口ライン送水用 50m，5m，2mホース”の予

備を兼用する 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 原子炉建物放水設備 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 原子炉建物放水設備） 
5m 10本 兼用 10本 

N  ：第４保管エリア 10本 

予備：「原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原

子炉補機代替冷却系」に登録する“大型送水ポン

プ車出口ライン送水用 50m，5m，2mホース”の予

備を兼用する 

2m 1本 兼用 1本 

N  ：第４保管エリア 1本 

予備：「原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原

子炉補機代替冷却系」に登録する“大型送水ポン

プ車出口ライン送水用 50m，5m，2mホース”の予

備を兼用する 

大量送水車出口ライン送水用 

10m ホース 
2N＋α 10m 30本 1本 61本 

N ：第１保管エリア 30本 

N ：第４保管エリア 30本 

α：第４保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 低圧原子炉代替注水系 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 格納容器代替スプレイ系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 ぺデスタル代替注水系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 低圧原子炉代替注水系） 

大型送水ポンプ車入口ライン取水用 

20m，5m，1mホース 

2N＋α 

20m 2本 1本 5本 

N ：第１保管エリア 2本 

N ：第４保管エリア 2本 

α：第 1保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

（核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 原子炉建物放水設備）＊予備のみ 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 原子炉建物放水設備）＊予備のみ 

5m 2本 1本 5本 

N ：第１保管エリア 2本 

N ：第４保管エリア 2本 

α：第１保管エリア 1本 

1m 2本 1本 5本 

N ：第１保管エリア 2本 

N ：第４保管エリア 2本 

α：第１保管エリア 1本 

大型送水ポンプ車出口ライン送水用 

50m，5m，2mホース 

2N＋α 

50m 10本 1本 21本 

N ：第１保管エリア 10本 

N ：第４保管エリア 10本 

α：第１保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

（核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 原子炉建物放水設備）＊予備のみ 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 原子炉格納容器安全設備 原子炉建物放水設備）＊予備のみ 

5m 7本 1本 15本 

N ：第１保管エリア 7本 

N ：第４保管エリア 7本 

α：第１保管エリア 1本 

2m 2本 １本 5本 

N ：第１保管エリア 2本 

N ：第４保管エリア 2本 

α：第１保管エリア 1本 

大型送水ポンプ車出口ライン送水用 

15mホース 2N＋α 15m 3本 1本 7本 

N ：第１保管エリア 3本 

N ：第４保管エリア 3本 

α：第４保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

大型送水ポンプ車出口ライン送水用 

10m，5mホース 

2N＋α 

10m 28本 1本 57本 

N ：第１保管エリア 28本 

N ：第４保管エリア 28本 

α：第４保管エリア 1本 
原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

5m 2本 1本 5本 

N ：第１保管エリア 2本 

N ：第４保管エリア 2本 

α：第４保管エリア 1本 
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設備名称 区分 ホース長
必要数
（N） 

予備
（α） 

保有数 保管場所 
登録箇所 

（）内は兼用先を示す 

大型送水ポンプ車出口ライン送水用 

1mホース 2N＋α 1m 3本 1本 7本 

N ：第１保管エリア 3本 

N ：第４保管エリア 3本 

α：第４保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

移動式代替熱交換設備入口ライン戻り用

5mホース 2N＋α 5m 6本 1本 13本 

N ：第１保管エリア 6本 

N ：第４保管エリア 6本 

α：第４保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

移動式代替熱交換設備出口ライン供給用

5mホース 2N＋α 5m 6本 1本 13本 

N ：第１保管エリア 6本 

N ：第４保管エリア 6本 

α：第４保管エリア 1本 

原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 原子炉補機代替冷却系 

可搬式窒素供給装置用 10m 

ホース

N 10m 14本 1本 15本 

N  ：第４保管エリア 6本， 

タービン建物地下 1 階 EL 約 2000mm 8本

予備：第 1保管エリア 1本 

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器

再循環設備 窒素ガス代替注入系 

（原子炉冷却系統施設 残留熱除去設備 格納容器フィルタベント系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備 格納容器フィルタベント系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 圧力逃がし装置 格納容器フィルタベント系） 

可搬式窒素供給装置用 20m 

ホース

N 20m 3本 1本 4本 
N  ：タービン建物地下 1 階 EL 約 2000mm 3本 

予備：タービン建物地下 1 階 EL 約 2000mm 1本 

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器

再循環設備 窒素ガス代替注入系 

（原子炉冷却系統施設 残留熱除去設備 格納容器フィルタベント系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備 格納容器フィルタベント系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 圧力逃がし装置 格納容器フィルタベント系） 

可搬式窒素供給装置用 2m 

ホース

N 2m 3本 1本 4本 
N  ：タービン建物地下 1 階 EL 約 2000mm 3本 

予備：タービン建物地下 1 階 EL 約 2000mm 1本 

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器

再循環設備 窒素ガス代替注入系 

（原子炉冷却系統施設 残留熱除去設備 格納容器フィルタベント系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容

器再循環設備 格納容器フィルタベント系） 

（原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 圧力逃がし装置 格納容器フィルタベント系） 

タンクローリ給油用

20m，７mホース

N 

20m 3本 1本 4本 
N  ：第４保管エリア 3本 

予備：第１保管エリア 1本 非常用電源設備 非常用発電装置 高圧発電機車 

（非常用電源設備 非常用発電装置 可搬式窒素供給装置用発電設備） 

（補機駆動用燃料設備 燃料設備） 7m 2本 1本 3本 
N  ：第４保管エリア 2本 

予備：第１保管エリア 1本 

タンクローリ送油用

20mホース
N 20m 1本 1本 2本 

N  ：第３保管エリア 1本 

予備：第４保管エリア 1本 

非常用電源設備 非常用発電装置 高圧発電機車 

（非常用電源設備 非常用発電装置 可搬式窒素供給装置用発電設備） 

（補機駆動用燃料設備 燃料設備） 

（非常用電源設備 非常用発電装置 緊急時対策所用発電機）＊予備のみ 

タンクローリ給油用

7mホース
N 7m 1本 1本 2本 

N  ：第１保管エリア 1本 

予備：第４保管エリア 1本 
非常用電源設備 非常用発電装置 緊急時対策所用発電機 

タンクローリ送油用

20mホース
N 20m 1本 兼用 1本 

N  ：第１保管エリア 1本 

予備：「非常用電源設備 非常用発電装置 高圧発電機

車」に登録する“タンクローリ送油用 20mホー

ス”の予備を兼用する

非常用電源設備 非常用発電装置 緊急時対策所用発電機 
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